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発達障がいを理解しましょう
一人ひとり違っていてよいことをみんなで理解しましょう

発達
障がい

■発達障がいって何だろう　発達障がいは生ま
れながらの脳機能の障がいです。親の育て方や
本人の努力不足が原因ではありません。発達障
がいがある人は、コミュニケーションや対人関
係をつくることが苦手です。そのため行動や態
度が誤解されてしまうことがあります。周囲の
皆さんが発達障がいについて正しく理解し、適
切に対応することで共に地域の中でいきいきと
生活することが可能になります。
■発達障がいの方が困っていることと理解のポ
イント
▽幼稚園や学校で　じっとしていられない、人
に触れられるのが苦手、基本的なルールが守れ
ないなど。ふざけたり相手を困らせようとして
いるわけではありません。
▽職場で　グループ行動がとれない、優先順位
がつけられない、集中力が続かない、同じミス
を繰り返してしまうなど。相手のことが嫌いで
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あったり、真剣さが足りなかったりするわけで
はありません。
■発達障がい理解啓発紙
「発達障がいを正しく理
解しよう」　発達障がい
は、成長とともにその特
性の現れ方や困り感が異
なるため「乳幼児期」
「学齢期」「思春期・青
年期」の各成長段階に応
じた冊子を作成しました。
この冊子は、子ども発達
センター（鶴田町）、教
育センター（天神１丁
目）、障がい福祉課（市役所１階）、保健所（竹林
町）で配布している他、市 からも閲覧できま
す。
問子ども発達センター☎(647)4720

景　観

■６月１日は景観の日です　景観とは「人の目に
映るまちなみや自然などを見ること」「それを見
る人の感覚のこと」です。また景観は、人々の生
活によって生み出される「まちの個性」であると
いえます。「まちの個性」は、住んでいる人の愛
着を育むとともに、来訪者にとってはその土地な
らではの魅力につながります。「景観の日」を
きっかけに、自分たちの住むまちを磨き・育て、
素敵な生活を送るために、宮っこの心意気を感じ
られるまちづくりへ一歩踏み出して行動してみま
しょう。
■まちなみ景観賞に応募してください
▽対象　市内で完成しているもの。まちなみ、住
宅や店舗・事務所などの建物、大谷石を活用した
もの、看板、モニュメント、生け垣や塀、植栽、
公園、道路、季節の景観、既存の建物を魅力的に
ライトアップしたものやリニューアルしたもの、
景観づくり活動。
▽表彰　選考の結果、特に優れているまちなみや
建築物などを「まちなみ景観賞大賞」、建築物・
広告物・植栽など個々の分野で優れているものを
「まちなみ景観賞」、大谷石・看板・花みどり・
歴史文化・景観づくり活動の各部門で魅力的な景
観の形成に寄与しているものを「部門賞」として、

所有者・設計
者・施工者を
表彰。また、
応募者全員に
記念品を１人
当たり１点贈
呈。
▽応募方法　
総合案内（市
役所１階）、各

・ ・ ・
図書館に置い
てあるチラシ
の応募はがき
に必要事項を
書き、８月31
日（消印有効）
までに、直接
または郵送・
ファクス・Ｅメール・フェイス
ブックで、〒320-8540市役所都
市計画課☎（632）2568、 （632）
5421、 u1201@city.utsunomi
ya.tochigi.jpへ。
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◎毎月1日は「もったいないの日」日々の行動を振り返ろう　市では、地球上にあるすべての
ものに、尊敬と感謝の気持ちを持ち、人やものを大切にする「もったいない運動」を進めてい
ます。日々、実践している行動をさらなる行動・実践につなげるために、月の初めに先月まで
の行動を振り返り、今月の行動・実践につなげましょう。問環境政策課☎（632）2409

▲石蔵群の景観（芦沼町）

平成27年度まちなみ景観賞大賞

▲玉石積み水路と大谷石の景観（上田町）

▲フェイスブック
QRコード
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国
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箏

曲
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の
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ま

ロ
ー
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都
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部
。
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、
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た
。
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」
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ほ
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情
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せ
ま
し
た
。
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　「
礼
儀
も
し
っ
か
り
し
て
い

る
子
た
ち
。
ど
こ
へ
出
し
て
も

恥
ず
か
し
く
な
い
」
と
、
顧
問

の
小
久
保
先
生
が
話
す
よ
う
に
、

演
奏
技
術
だ
け
で
な
く
、
礼
儀

も
身
に
付
け
た
箏
曲
部
。
「
う

つ
の
み
や
市
民
賞
も
い
た
だ
き
、

市
を
代
表
で
き
る
な
ん
て
、

も
っ
と
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
た
」
と
、
ひ
た
む
き
に
努

力
を
重
ね
る
姿
は
輝
い
て
い
ま

す
。

◎各賞の内容について、詳しくは、市ホームページをご覧ください。問宇都宮市民憲章表彰＝みんなでま
ちづくり課☎（632）2886、宇都宮市表彰（市政功労表彰・うつのみや市民賞・市長特別賞）＝秘書課☎
（632）2005
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　地道で優れたまちづくり活動
を実践している1個人・2団体
（敬称略）を表彰しました。
■最優秀市民憲章賞
▽羽黒台自治会。
■市民憲章賞
▽松本光章▽東京ガス宇都宮支
社。

■市政功労表彰　地方自治の振
興や社会福祉の増進、市民福祉
への功績があった12個人・１団
体（敬称略）を表彰しました。
▽大森澄雄▽岩澤照男▽大木收
一▽相良利和▽髙橋

しん　じ

慎志▽栃木
県民共済生活協同組合▽上鈴木
正一▽山田武志▽杉山惣二▽牧

阿佐美▽平出利惠子　他２個人。
■うつのみや市民賞　文化やス
ポーツ活動で、全国規模以上の
大会などで最高位または、それ
に準じる成績を収めた44個人・
６団体（敬称略）を表彰しまし
た。

▽帝京大学ロボットサークルロ
ボラボ▽押久保

しゅうま

柊馬▽県立宇都
宮高等学校英語部▽小川理緒▽
小川千博▽荒山花帆▽伴勇樹▽
木島

ら　む

來夢▽柿沼初雄▽中野
え　み

恵美
▽文星芸術大学附属高等学校将
棋部▽宇都宮海星女子学院中学
校箏曲部▽村上志乃▽篠﨑

み　らん

美蘭
▽佐山

ゆう　き

裕樹▽増渕鏡子　他１個
人。

▽榎本遼香▽今井彩香▽岸本梨

沙▽髙橋奈々▽松下知之▽落合
有佳利▽小林

りん　か

梨華▽齋藤優李香
▽田仲俊樹▽小川亜咲希▽小川
悠希▽小川遥希▽舘野

あさ　と

諒音▽斎
藤

だい　ご

大護▽米良裕一朗▽新井
いち　か

一花
▽黒柳禅▽大久保

る　い

琉唯▽小堀美
穂▽福島諒子▽楢﨑

めい　ち

明智▽川又
れ　い

玲瑛▽阿久津
　
み　き　や　

未来也▽石井菜摘
▽川上諒▽小野穣二▽岡田亜佑
美▽須藤

み　お

美青▽田﨑拓也▽作新
学院高等学校ゲートボール部作
新クラブチーム▽作新学院高等
学校硬式野球部▽黒後愛　他１
個人。
■市長特別賞　市長が特に顕彰
することが適当と認められる功
績を収めた４個人（敬称略）を
表彰しました。
▽楢﨑

とも　あ

智亜▽柴田あかね▽駒﨑
茂▽チャオズ箕輪（箕輪綾子）。

宇都宮市民憲章表彰

宇都宮市表彰

輝く宮っこたち輝く宮っこたち輝く宮っこたち 平成28年度表彰
　本市では、市に貢献してくれた人、文化・スポーツで活躍した
人、宇都宮の名声を高めてくれた人など、たくさんの宮っこを表
彰しました。
　今回は、うつのみや市民賞を受賞した宇都宮海星女子学院中学
校箏曲部の皆さんにお話を聞きました。

そう きょく

▲部長の藤田菜美子さん（前列中央）・副部長の池田夏野さん（前列左から2番
目）と箏曲部の皆さん。

か　の

▲特別PR担当ミヤリー

スポーツ

文化・その他

しゅう

いち
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